






































辞典はよく似た意味の言葉を集めたものですから、「なんとなくこの単語ではピンとこない

けど、いい言葉が思いつかない」という時に、とても役に立ちます。逆引き辞典は言葉の

後ろ側から引くので、たとえば「～的」という場合に、どんな表現があるかが引けるもの

です。図書館にはそれ以外にも何種類かの辞書が置かれています。これも、いつも眺めて

いると必要な時に「あ、あの辞書見ればわかるな」とすぐ気づくことができます。

　書き終わってすぐの推敲は、主に単語や表現を確認するためのものです。これだけでも

文章は必ず良くなりますが、ぜひ実行してもらいたいのが、書いてからしばらく経ってか

らの推敲です。書いている時はどうしても、自分の思い込みに気付かないものです。自分

では良くかけたと思うのに、「分かりにくい」といわれるのもそのせいです。書いてから一

週間くらいおいてから、改めて読みなおして下さい。そうすることで、ある程度客観的に

眺めることができ、論理的に説明が足りないところや、構成を変更したほうが良いところ

などが分かってきます。すす 卒論など時間を書ける場合には、この作業を繰り返し行うことで、

どんどん良くなっていきます。レポートやエッセイでも、しばらくおいて読み直すことを

習慣にしてみて下さい。

　「書く前に作戦を練る」のところで、項目をいくつも書き出してその中から絞り込む、そ

の時カードやメモを必ず残しておく、と言いました。実はそのメモが、書いた後でとても

大切なのです。推敲の時に、ここをもう少し詳しくする必要がある、違う例をあげた方が

良い、項目をさらに増やしたい、などと言う場合に、メモやカードを残しておけば、もう

一度それを眺めることで、作戦の練り直しができるのです。また、少し時間を置いて読み

直せば、それをヒントにもっと良いアイデアが生まれることもあります。

　ですが、もっと大切なことがあります。項目を書き出す時、長さや構成の都合で書くこ

とができなかったけれども、面白そう、と思った項目があるはずです。メモを残しておく

ことで、今度別の文章を書く時に、それを生かせるかもしれないのです。むしろ、学生が

レポートを書く場合などは、意識的にそれを生かして次のレポートを書くことをお勧めし

ます。単純に、一から考え直すよりラク、ということではなく（そういう面もありますが）、く

そうすることで、必ず前に書いた文章より深く突っ込んで書くことができるのです。

　自分が興味のある分野について、いくつものテーマや具体例を持っている、そういう学

生になれたら良いと思いませんか？ 自分の文章が書くごとにばらばらで、書いた後すぐに

忘れられるのではつまりません。メモを残しておくことは、気にかかっていること、関心

のある分野についていつも意識している、ということなのです。そうすることで、何も考

えていない時なら見逃すような新聞記事や出来事も、目の中に入り、印象に残ってきます。



　あなたもきっと、「～についてならあの人に聞けばいい」と言われるような、得意分野を

持てるはずです。文章を書く時に、以前書いた文章を受けて、次につながる文章を書こう、

と思ってみて下さい。「次はこれを書こう」「今度はもっと違う見方をしてみよう」、そう思

うことで、「書かされる」文章から「書く」文章へと変わっていきます。最後のカタチは、

メモを残して後につなげる、です。どうかカタチに意識的になることで、より意義のある

学生生活を送って下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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